
1945
昭和20

1946
昭和21

1947
昭和22

1948
昭和23

1949
昭和24

1950
昭和25

1951
昭和26

1952
昭和27

1953
昭和28

国際連合発足　ポツダム会議　
ポツダム宣言

第 1回国連総会　安全保障理事
会成立　パリ平和会議開催

米ソ対立始まる　
コミンフォルム結成

世界人権宣言なされる

北大西洋条約機構成立

朝鮮戦争おきる

サンフランシスコ対日講和会議
開催

国連総会、日本に国連加入の資
格ありと決議する

朝鮮休戦協定成立、国連、西側
軍縮案採択（ソ連拒否）する

広島・長崎に原爆投下される
無条件降伏する

日本国憲法公布される　
第１次農地改革おこなわれる

教育基本法公布される　
六三三制新教育実施
地方自治法公布

都青少年委員委嘱実施

湯川秀樹ノーベル賞受賞する
社会教育法公布

共産党幹部追放される
各界にレッドパージ始まる

サンフランシスコ対日講和条約
締結・日米安全保障条約調印

メーデー事件おきる

区内で最大の空襲がある

都立杉並図書館開設

第１回区長公選実施
高井戸第 2小 PTA 発足

第２回区長公選実施
杉並婦人団体連合会結成

区民リクリエーション大会開催

杉小 P協発足
成人学級発足　都立杉並図書館、
都から杉並区へ移管

杉並ユネスコ協会発足

杉並区立図書館移転開館
教育委員会設置

杉並区立公民館開館
杉の子会発足

年表１「公民教養講座」開講直前の世界・日本・杉並の動き(1945年－1953年)

すぎなみ学倶楽部杉並区公式情報サイト 歴史　記録集「杉並にも公民館があった」

世　界 日　本 杉並区年

http://www.suginamigaku.org/

1954
昭和29

1955
昭和30

1956
昭和31

1957
昭和32

1958
昭和33

1959
昭和34

1960
昭和35

1961
昭和36

1962
昭和37

ジュネーブ会議 ( インドシナ休戦協定 )
ビキニ被災事件
水爆禁止署名運動開始

ヘルシンキ世界平和大会
バクダート条約成立
アジア・アフリカ会議
第 1回原水爆禁止世界大会 ( 広島 )
『杉並区史』刊行

日ソ共同宣言 ( ソ連と国交回復 )
スエズ動乱、ハンガリー暴動
日本、国連に加盟
杉並区立中学校 PTA 協議会発足

国際地球観測年はじまる
茨城県東海村原子炉点火
第 1回高円寺阿波踊り開催

中東危機
欧州通貨協定

児童権利宣言
杉並区町会連合会結成
杉並区総合文化祭開催

日米新安保条約調印
安保阻止国民運動
アフリカ諸国相次いで独立
第 15 回国連総会、東西首脳の総出場
と東西対立の激化
区による婦人学級始まる
社会教育主事※誕生

中立国首脳ベオグラード会議
第 1回東京国際見本市
ケネディ大統領
人工衛星第一号

米ソ対立
キューバ封鎖事件
杉並清掃工場問題起こる
杉並区文化団体連合会発足

5月｢ジュネーブ会議の意義｣
9 月｢岐路に立つ世界情勢｣

7 月｢ヘルシンキより帰りて｣
9 月｢対米ソ関係の新局面」

3月｢ソ連は変わったか｣
5 月｢軍縮と原水爆禁止｣
9 月｢日ソ交渉｣
10 月｢スエズと砂川｣
11 月｢戦争と世論｣

2 月｢原水爆戦争と日本｣
3 月｢安全保障条約の問題点｣
4 月｢人権と平和｣
8 月｢第 3回原水爆禁止世界大会｣
11 月｢科学と政治の谷間｣

1 月｢カイロより帰りて｣
8 月｢中国と国際政治｣
9 月｢私の見たソ連｣
1０月｢核実験再開と安保条約の改訂｣

1 月｢米ソの平和競争と日本の立場｣
4 月｢安保条約と日本国憲法｣
8 月｢広島の声を世界へ｣
9 月｢世界の雪どけは始まった｣
11 月｢国際連合の組織と役割｣

1 月｢1960 年の展望｣
2 月｢アフリカ独立国の問題｣
3 月｢最近の中国とソ連｣
6 月｢真の日米友好への道｣
10 月｢東西の対立と国連総会｣

2 月｢ケネディ政権と中国問題｣
4 月｢変わりゆく英連邦｣
8 月｢人工衛星と原水爆戦争｣
11 月｢国連と世界平和｣

1 月｢フルシチョフ・毛沢東との会談｣
2 月｢米ソ関係の雪どけは来るのか｣
3 月｢核実験と米国の態度｣
6 月最終記念講演
      ｢歴史の大河は流れつづける｣

4 月｢日本への反省」( 谷川徹三 )
5 月｢原子の話｣( 朝永振一郎 )
9 月｢危機に立つ日本経済｣( 大内兵衛 )

5 月｢原子力の平和利用｣( 武谷三男 )
6 月｢我が国の食糧問題｣( 大谷省三 )
10 月｢主婦の発言｣( 鶴見和子 )

1 月｢ヨーロッパより帰りて－婦人の　
　生活を見つめつつ－｣( 蝋山政道 )
5 月｢進歩と貧困｣( 大河内一男 )
10 月｢世界経済の動き｣( 美濃部亮吉 )

3 月｢歴史と人間｣( 阿部知二 )
4 月｢スエズ問題について｣( 大内兵衛 )
9 月｢道徳教育の問題をめぐって｣( 中野好夫 )
11 月｢米ソのミサイル競争｣( 田中直吉 )

2 月｢沖縄の教訓｣( 平野義太郎 )
8 月｢中東問題と国際連合｣( 入江啓四郎 )
11 月｢警職法と基本的人権｣( 羽仁五郎 )
12 月｢日本とフランス－外遊の感想｣
          ( 深尾須磨子 )

3 月｢中国は国際情勢をどう見るか｣
      ( 蝋山芳郎 )
4 月｢インド見たまま
      ( チベット問題を含めて )｣( 植田捷雄 )
6 月｢十代の子どもの気持｣( 古谷綱武 )
8 月｢日本経済の動向｣( 美濃部亮吉 )

1 月｢日本の動き｣( 白石凡 )
4 月｢産業の近代化とその労働者への影響｣
　　( 長洲一二 )
5 月｢子どもの進学・就学の指導をどうする
　　か｣( 金子孫市 )
8 月｢親と子｣( 戸川エマ )
11 月｢青少年の教育｣( 遠山茂樹 )

8 月｢アメリカ婦人運動｣
　　( 原水爆禁止世界大会米代表ミルド　
　　レッドサイモン女史代理ラス・ニクソン )
9 月｢最近の世界情勢と日本の役割｣
　　( 林克也 )
11 月｢国連と婦人｣( 藤田たき )

2 月｢日本経済の動向｣( 美濃部亮吉 )
5 月｢変りゆく農村｣( 大谷省三 )
6 月映画｢ヒロシマ｣上映

年表 2 第 I 期「公民教養講座」年表(1954年－1962年)　会場：公民館講堂

すぎなみ学倶楽部
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杉並区公式情報サイト 歴史　記録集「杉並にも公民館があった」

世界 - 日本 - 杉並の動き 連続講座「世界の動き」
安井館長・実施月・テーマ

ゲストの講演
実施月・講演テーマ・講師名年

毎月一回行われたものから主なものを抜粋

※社会教育主事は、都道府県および市町村の教育委員会の事務局に置かれる専門的職員で、
　社会教育を行う者に対する専門的技術的な助言、指導に当たる役割を担う。文部科学省 2010（平成 22）年 受講者の講座内容記録は　安井家に保存されている

1975
昭和50

1976
昭和51

1977
昭和52

1978
昭和53

1979
昭和54

1980
昭和25

1981
昭和56

中央自動車道高井戸ランプ
問題起こる

第 1回消費生活展開催
子ども会成人リーダー講習
会開催

移動図書
｢たびびとくん｣開始
ゆとりの時間導入
第 2回消費生活展で初めて
アルミ缶回収

｢杉並区立公民館を存続さ
せる会｣発足

スポーツ振興すすむ
教育委員会に社会教育部が
置かれる

ボランティア講座始まる

●教養講座
｢家庭生活と教育問題を考える」10 回
｢子どもの本の選び方・与え方｣10 回
　

｢教育を考えるために｣8 回
｢子どもの本と民話｣8 回

｢子ども文化をめぐって｣17 回
秋川親子合宿
映画会｢光の中に子どもたちがいる｣

●公民館教養講座
｢次代につなぐ文化－学び合いを求めて｣
　19 回
｢小さな公民館祭り｣
秋川親子合宿

●公民館講座
｢次代につなぐ文化－学び合いを求めて｣
　19 回
｢小さな公民館祭り｣
秋川親子合宿
井ノ頭線講座 3回

｢80 年代を拓く－私たちの生活をみつめ
て－｣18 回
井ノ頭線講座 4回
秋川親子合宿

｢平和－わたしたちのくらしと経済から
－｣　19 回
映画会｢たとえば｢障害児教育｣｣
秋川親子合宿
井ノ頭線講座 5回

5月｢子どもはどう育てるべきか｣( 金沢嘉市 )
7 月｢子どもの未来を阻むもの I｣( 高橋晄正 )
9 月｢絵本の選び方・与え方｣  ( 西内ミナミ )
10 月｢科学の本と選び方・与え方｣( 吉村証子 )
11 月｢文庫・手をつなぐ母親｣( 清水道尾 )

6 月｢体験的教育論－戦前・戦中・戦後編－｣　
　　( 高橋鎮一 )
11 月｢杉並のすこしむかし－くらしの移りかわ
　　り－明治・大正・昭和｣　( 森泰樹 )

5 月｢パーソナリティ｣( なだ いなだ )
6 月｢心とからだ｣( 渡辺淳 )
9 月｢生きることと創造すること｣( 米倉斉加年 )

5 月｢やわらかい学校－学校を変える力・親・
　　教師の新たな努力を－｣( 稲垣忠彦 )
6 月｢ことばときもち｣( 谷川俊太郎 )
6 月｢社会教育と地域福祉－地域福祉は手作り
　　で－｣( 大橋謙策 )

5 月｢子育てと世直し｣( 大田尭 )
7 月｢公害に第三者はいない｣( 宇井純 )
9 月｢私の昭和史｣( 家永三郎 )

5 月｢新しい子育て－子どもの体と心を考える－｣
　　( 毛利子来 )
6 月｢いのちを大切にしたい－生きる環境を見直
　　す－｣( 高木仁三郎 )
10 月｢岐路にたった 80 年代－心・地域・ライフ
　　スタイル－｣　( 栗原彬 )

5 月｢憲法－いのちを尊重するくらし－｣
　　( 星野安三郎 )
6 月｢石油文明を問い直す｣( 槌田敦 )
6 月｢くらしの中の経済｣( 暉峻淑子 )
6 月｢平和問題を考える－日本経済の立場から－｣
　　( 大内力 )
9 月｢豊かさとは何だろう－水俣を原点として
　　－｣( 鶴見和子 )
10 月｢自由へ－フジ三太郎の目－｣
　　　( サトウサンペイ )
10 月｢福祉と経済｣( 一番ヶ瀬康子 )
10 月｢橋のない川－私の生きてきた道－｣
　　　( 住井すゑ )

年表 3 第Ⅲ期 教養講座、公民館教養講座、公民館講座年表(1975年-1988年)

すぎなみ学倶楽部
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杉並の動き 講座種類・年間テーマなど 実施月・講座テーマ・講師名

会場：公民館、高井戸青年館(井ノ頭線講座・出張講座)、高円寺会館、東邦信用金庫、下井草出張所、和田堀会館
講座は主なものを抜粋

1982
昭和57

1983
昭和58

1984
昭和59

1985
昭和60

1986
昭和61

1987
昭和22

1988
昭和23

1989
平成元

『新修杉並区史』刊行
中央図書館開館
婦人の実態調査実施 ( 婦団
連による )

「社会教育行政検討プロ
ジェクトチーム報告書」出
る。
老人福祉センター設置

デイホーム事業始まる
社会教育団体育成始まる

母親クラブ連絡会発足
杉並ボランティアコーナー
発足

蚕糸の森公園開園
消費生活展から牛乳パック
回収始まる

『すぎなみの女性たち～き
のう・今日・あした』発行
（教育委員会社会教育部婦
人青少年室）
杉並区スポーツ振興会発足
第 1回蚕糸の森まつり開催

杉並区平和都市宣言

公民館閉館記念行事実施

公民館閉館

「「平和」－くらしの中で
　　　　人権を考える－」18 回
映画会「世界の人へ」
　　　  「にんげんをかえせ」
秋川親子合宿
井ノ頭線講座 5回

メインテーマなし 18 回
井ノ頭線講座 5回
高円寺会館 2回
下井草出張所 3回
秋川親子合宿

「「平和」－家族をめぐって」　21 回
高円寺会館　2回
下井草出張所　3回
井ノ頭線講座　5回
秋川親子合宿
映画と講演「みちことオーサ」「遺言」

「「平和」教育－いま・これから－」　
「21 世紀にむかって」　17 回
秋川親子合宿
東邦信用金庫　2回
井ノ頭線講座　4回
高円寺会館　3回
映画・話し合い「世界の友へ」
映画「開国」

「「平和」－いま、子ども・女性・高齢者は－」18 回
映画「田中正造最後の闘い」（語り　林
竹二）
井ノ頭線講座　5回
和田堀会館　2回
高円寺会館　2回
秋川親子合宿

「「平和」－くらしの中で人権を考える－」19 回
映画「授業としての入学試験」
和田堀会館　1回
高円寺会館　2回
井ノ頭線講座　4回
秋川親子合宿

「「平和とは何か」－くらしの中で考える―」18 回
井ノ頭線講座　4回
高円寺会館　2回
和田堀会館　1回
秋川親子合宿

公民館の歴史をたどる－今、原点にかえって
平和の問題を考える 講演 5回　
映画会２回「ハーフライフ」　子ども映画会「ネ
バーエンディングストーリー」　レコードコン
サート「田園」　音楽会　独唱、コーラス、弦
楽器演奏　展示 35 年間の歴史をたどる（公民
館の歴史－公民館講座・成人学級の実績表及
び、年表　原水爆禁止運動の記録）閉館によ
せて－俳句、短歌、華道、絵画

5月「「IN 君の伝記」など－歴史の中の見えな
　　　い部分を見るために－」（なだ いなだ）
6月「知る権利－真実を見るために－」（新井直
　　　之）
10 月「食糧と核を考える」( 大島清 ) 

5 月「子どもたちはいま－子ども白書から－」
　　（金田茂郎）
9月「いのちと平和を守る」（高史明）
11 月「平和はあなたがつくる」（小林直樹）

5月「親と子ども」（永畑道子）
9月「学びへの旅立ち」（尾形憲）
11 月「あらためて平和を考える」（隅谷三喜男）

9月「ニューメディアと人間性」（高榎尭）
10 月「子どもの食事を見直そう」（寺田かつ子）
10 月「21 世紀の地球環境と私たち」（吉田直哉）

9月「原発ジプシー－安全？必要？－」
　　（堀江邦夫）
10 月「差別のない教育を求めて－新しい文化・
　　　人間形成へ－」（小沢有作）
10 月「共に育ち共に生きる－長崎・障害児就学
　　　訴訟－」（大谷恭子）

5月「子どもの教育とは何だろう－学校・授業
　　　とは」（遠藤豊）
9月「昭和史に学ぶ－愛国心とは－」（藤原彰）
10 月「くらしの中の南北問題－パーム油から
　　　ラーメンまで－」（松井やより）

6月「胎児からの黙示－ベトナムからチェルノ
　　　ブイリまで－」（綿貫礼子）
6月「人間と死の灰」（荒川俊児）
10 月「市民と平和－核戦略の曲り角」（豊田利幸）

2月（22 日）「原水爆禁止運動発祥の原点に
かえって」（安井田鶴子）「憲法と平和」(永井憲一）
（23 日 )「私と彫刻」（佐藤忠良）　　　　
（25 日）「生涯学習と市民自治」（篠原一）
（26 日）「平和・世界の中の日本」（西川潤）

3月（31 日 ) 

すぎなみ学倶楽部

http://www.suginamigaku.org/

杉並区公式情報サイト 歴史　記録集「杉並にも公民館があった」

杉並の動き 講座種類・年間テーマなど 実施月・講座テーマ・講師名

講座記録・テープの一部は　社会教育センターに保存されている


